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Abstract 
A study has been made of the distribution equilibria between liquid iron and CaO一MgO~Fe，0~Si02 slag 
saturated with MgO at 1600.C. The sulphide capacity Cs， the distribution ratio Ls of sulphur， the oxygen con 
tent [% 0) of liquid iron and the activity coefficient YFetO of Fe，O were determined as functions of slag com子
position and theoretical optical basicity A， The main equations obtained are as follows 
logCs=2.28(Ncao十1.9 NFetO +0， 1 NMgO - NS;02) -2，91 
log Csニ 1.061ogNFetO+11.29A-8.71 
log Ls =2.25 (Ncao + 1. 9 NFetO +0.1 NMgO - Ns;o，)一 log[% 0) -2，02 
log[% 0) =0.7361ogNFetO +1.82A-1.54 
logYFe，o =-0.281ogNFetO十1.86A-0.93 
The validity and applicability of these equations have been discussed in comparison with the data reported by 
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CO-COz混合ガス (1: 1)中で FeZ03
を還元したのち， 1350'Cで溶融して作製
した。母スラグ4は母スラグ3と同じよ 図一 1 実験装置
うに Fez03をFeOに還元後溶融したものである。
溶解実験には図 lに示すケラマックス炉を用いた。反応管は内径50mmの高純度焼結アルミナ






た。溶解温度は1600'Cとし，溶解実験中は市販の Arガスを NaOH.シリカゲル， P205の各洗浄
系を通して精製したのち反応管の底部から上方に向け200Ncc/minで流した。
メタル試料259とスラグ試料 79を電融マグネシアるつぼ(内径21mm，高さ45mm) に入れ，反












3. 1 CaO一MgO-FetO-Si02系スラグの MgO飽和溶解度








3.2.1 脱硫反応と Sulphidecapacity 
メタル スラグ間の硫黄の分配反応および平衡定数はそれぞれ(1)，(2)式で表わすことができる O




Me t a 1 Slag 
No. 
S O FeO Fe203 S i O2 CaO 
A 1 0.096 0.036 4.97 0.06 36.84 3 O.4 5 
A2 0.112 0.060 8.82 0.16 35.76 27.70 
A3 0.118 0.087 12.76 0.98 34.00 26.83 
A4 0.120 0.112 16.99 1. 05 32.16 25.09 
B 1 0.123 0.036 3.72 0.37 35.96 36.94 
B 2 0.128 0.063 7.73 0.47 35.00 34.41 
B3 0.128 0.082 11. 6 8 1. 0 7 33.27 3 0.01 
C 1 0.120 0.055 5.89 O 35.10 37.06 
C 2 0.117 0.064 8. 5 9 0.12 34.45 34.72 
C 3 0.115 0.089 12.25 0.44 31.95 33.02 
C 4 0.115 0.114 15.74 1.64 31.50 31.18 
D 1 0.124 0.040 4.02 O 35.12 41. 3 8 
D 2 0.123 0.082 10.54 1. 5 5 34.54 36.84 
D 3 0.122 0.106 14.96 2.26 32.30 34.83 
E 1 0.085 0.059 5.02 0.73 33.11 47.79 
E 2 0.089 0.079 9.03 0.48 33.16 42.59 
E 3 0.094 0.097 1 3.11 1.07 31.55 39.82 
E 4 0.097 0.114 18.28 2.49 27.24 35.06 
[S] -十 (02ー)= (S2-) + [O[ 


































































1/2 S2 + (02ー)= (S2-) + 1/202 
K4 =as2 ・ p1h~/ao2・PILi











logK7 = logao/plh~ =6120/T +0.1516) 
1/2 S2 = [S] 
log Kg= log as/pl~~ =7056/T -l.2247) 
(8)， (10)式を(6)式に代入すると次式が得られる。
log Cs = log (% S) . ao/品s+ 936/T -1.375 (l) 





ebO)ニー1750/T+ 0.768) ， ebS) =一o.liJ)， ekS) =-0.0282ペekO)=-0.27川
3 . 2 . 2 Sulphide capacityとスラグ組成との関係
図-2 に示されるように CaO~MgO~FetO~Si02 系スラグでは， CaOとSiOzの濃度比が一定の
場合 MgOのスラグ中への溶解度はほとんど変化しない。そこで，初めにモル分率基準の塩基度
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り， Csに及ぼす影響は非常に小さいことがわかる O なお，本研究で得られた KMgOは前報11)の













































Duffyら12)13)はAを(14)式で定義した。 図 5 log Csとライム当量総和の関係




















-3 -2.5 -2 -1.5 -1 
log Cs cal. 
図←7 log Csの測定値と(18)式による
計算値との比較






log Csニ l.06 log N Fe，O十1l.29A-8.71 (16) 









きいためと考えられたので，(13)式のライム当量から NFe，oの項を除いてAと(Ncao+0.1 NMgO -
NSiO，)との聞の関係を検討した結果，次式が得られた。




ある。そこで改めて logCsとlogNFe，oおよび(Ncao+0.1 NMgO - NSiO，)との聞の関係を検討し，
次式を導き出した。






で本研究では， Csの定義式仙においてんおよびγ。の変化を無視して (%S)・[%0]/[% S]とス
ラグ組成との間の関係式を求めた。ついで，その関係式を変形しLsの実験式として(19)式を得た。
log Ls =2.25 (Ncao + 1.9 NFe，o +0.1 NMgO - NSiO，)一log[% 0] -2.02 (l9) 





(FetO) = t[Fe] + [0] 
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(2)式より， log [% 0]は logNF円。項を含む
スラグ組成および温度の関数として表わすこ
とがきる。本研究のデータについて偏回帰法
により log[% 0]とlogNFeρ およびAとの関
係を求めた結果凶式を得た。










一1.4 -1.2 -10 -0.8 
log ( 。んoJ cal. 
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上式により求めた log[% O[値と実測値との比較を図-10に示す。 R=0.98，σ=0.035であり，
良く適合する。
次に包2)'式により logYFe，oの値を求め，その値とスラグ組成の関係を検討し，例式を得た。













Fettersら17)も広濃度範囲の FetOを含む FetO-Si02ー CaO-MgO系スラグ (FetO=0.3-97 wt 
%)を用いたが，溶解実験は高周波誘導炉により行い，溶解温度は1540-1760.C，溶解時間は
30minであった。そのため本研究結果との比較には約1600.Cの平衡データのみを用いた。また，
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o This study 
f'，. Shim 頃 al (FetO<40・ん)
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log Cs =2.28 (Ncao + 1.9 NFetO +0.1 NMgO -NSiO) -2.91 
log Cs =1.061og NFeρ+ 1.29 1¥ -8.71 
log Cs =0.816 log NFep + 2.37 (Ncao +0.1 NMgO -NSiO，)一1.626
(3) 硫黄の分配比についてはスラグのモル組成および酸素ポテンシャルの関数として次式を導
いた。
log Ls =2.25 (Ncao + 1. 9 NFetO十0.1NMgO -NsiO，)一 log[%01 -2.02 
(4) 酸素の分配平衡およびFetOの活量係数については次の各式を導いた。
log [% 01 = O. 73610g NFep +1.821¥ -1.54 
logi'Feto = -0.28 log NFetO + 1. 86 1¥ -0.93 
(5) 従来の研究結果との比較，検討により，上記の各実験式は FetO<30 wt %の CaO-MgO
FetO-SiOz系スラグに対して十分l高い精度で適用できることを明らかにした O
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